
ベンチの整備

トイレの改修

駅周辺案内図の整備

ヒストリーゾーン

エントランスゾーン

コレクションゾーン

ラーニングゾーン

パークゾーン

ノースウィング

優先席付近の吊手の取替え

ドアの一部開扉機能の整備

車内自動放送化待合室の整備

お客さまの“声”をかたちに　駅や車両をもっと快適に
JR東日本設立20周年を機に、お客さまや地域の方々への感謝の意をこめて
2007年より、施設のアメニティ向上や美化活動を推し進めています。
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　JR東日本では、1987年の会社設立以来、より多く

のお客さまのご要望を汲み取り、共有し、それを速やか

に反映させていく仕組みづくり・システムづくりに努めて

きました。こうしたお客さまの“声”をもとに、さらなる駅

や車両の設備改良などを2007年から進めています。

　駅のバリアフリー化など、高齢化社会への対応として

すでに進めている施策に加え、とくにご要望の多かった

箇所の重点整備をはかっています。

　駅のホームのベンチは、これまで首都圏の拠点駅な

どを中心に増設を進めてきましたが、新たに約1,500

駅を対象とし、ゆったりと座ることのできるベンチを整

備していきます。

　駅ホームの導線や混雑状況を勘案しながら、待合室

の増設を進めていきます。首都圏E電区間、特急停車

駅、観光駅などを中心に約300駅で新設する予定です。

　新たに約150駅のトイレを改修し、ご利用になる

方々の快適性を高め、満足度の向上に努めます。

　約320駅に、周辺案内図を拡充します。より大判で見

やすく、記載情報も地域のニーズに見合った内容へと刷

新していく予定です。

　お客さまの声をもとに、ご乗車環境の改善にも努めて

います。

　女性やお年寄りなどのお客さ

まがつかまりやすいよう、優先席

付近の吊手の高さを低くするとと

もに、色を黄色に変更し、優先席

エリアの明確化をはかりました。（2007年度末 完了）

　駅での折り返し時など、長時間停車中の列車の扉の4

箇所中3箇所を閉めることで、空調効率を高め、快適な

車内温度を保持できるように努めています。現在、

E231系、E531系などで導入を進めています。

　主として空港へアクセスする総武快速・横須賀線など

1,305車両で、英語案内も可能な自動放送装置の設置

を進めています。

　鉄道技術と文化への理解を通して、来場者が自ら学

び、考え、行動する――JR東日本設立20周年記念事業

のメインプロジェクトとして誕生した「鉄道博物館」は、

(財)東日本鉄道文化財団により運営され、貴重な鉄道文

化遺産に加え、さまざまな参加体験型の展示が話題を

呼び、連日、ご家族連れなど多くのお客さまでにぎわっ

ています。

　鉄道博物館は、3つのコンセプトを掲げています。

①日本および世界の鉄道に関わる遺産・資料に加え、国

鉄改革やJR東日本に関する資料を体系的に保存し、調

査研究を行う｢鉄道博物館｣。

②鉄道システムの変遷を、車両等の実物展示を柱に、そ

れぞれの時代背景等を交えながら、産業史として物語る

「歴史博物館」。

③鉄道の原理・仕組みと最新(将来構想を含む)の鉄道技

術について、子どもたちが、模型やシミュレーション、遊戯

器具等を活用しながら、体験的に学習する「教育博物館」。

　館内は、それぞれにテーマ性を持たせた6つのゾーン

から構成されています。

　御料車6両を含む35

両の展示車両や精巧な

縮小模型、さらに当時の

情景などを再現展示し、

明治初期から現代まで

の鉄道技術や鉄道システムの変遷・歴史をわかりやすく

紹介しています。

　200系新幹線電車や

D51形式蒸気機関車の

運転台をそのまま用い

た運転シミュレータ（写

真）ほか、国内最大の模

型鉄道ジオラマなどがあります。

　交通関連の貴重な資料を閲覧できるライブラリーと

企画展で賑わうスペシャルギャラリーなどがあります。

　駅係員・車両検修係員・車両デザイナーの仕事を模擬

体験できる3つのラボ、鉄道のメカニズムを体験学習で

きるコーナーなど、子どもたち自らが触れて学ぶ体験参

加施設があります。

　屋外スペースには、本

物の鉄道と同じような

信号保安システムで運

転できるミニ運転列車

を運行させているほか、

貴重な車両が動態保存されています。

　180名を収容する鉄博ホールなどがあります。

社　会

鉄道の技術と文化を“未来”へ　参加体験型ミュージアム「鉄道博物館」
次世代の子どもたちが自発的に学び、考え、行動する“場”づくりをめざし、
2007年10月14日、埼玉県さいたま市に「鉄道博物館」を開設しました。

社　会社　会

特集 3

駅ホームの待合室（左上）、改修された駅のトイレ（左下）、駅ホームのベンチ（右）
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もっと使いやすい駅に

より快適な車内空間に

知的好奇心の芽を未来につなぐ




